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────────────────────────────────────── 

午前１０時    開議  

○議長（上田 和夫君）  定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。  

 欠席の届出のありました議員は山本議員であります。  

────────────────────────────────────── 

  会議録署名議員の指名   

○議長（上田 和夫君）  本日の会議録署名議員を御指名申し上げます。８番、村木議員、

９番、久保議員、御両名にお願い申し上げます。  

────────────────────────────────────── 

  一般質問   

○議長（上田 和夫君）  議事日程につきましては、昨日に引き続き一般質問でございま

す。よろしくお願いいたします。  

 選挙管理委員会事務局長。  

○選挙管理委員会事務局長（福江  博文君）  昨日の山田議員の一般質問の中の私の答弁

の中で、投票済証を発行しているのは県内で柳井市と周南市の２市と申し上げましたが、

宇部市におきましては、投票済証ではございませんが、投票に来られた有権者が自己の記

録として市が発行されている選挙パスポートに押印、または押印をされたシールを持ち帰

るという制度がございますので、申し添えをさせていただきます。  

○議長（上田 和夫君）  これより質問に入ります。最初は１６番、松村議員。  
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        〔１６番 松村  学君 登壇〕  

○１６番（松村  学君）  会派「防府一番」の松村学でございます。おはようございま

す。  

 私も池田市長と同じ志で、防府一番を目指して頑張っていきたいと思いまして、この名

称にさせていただきましたが、１番にする手法については、いろいろとけんけんがくがく

しなきゃいけない部分もあるんではないかと思いますが、ぜひ前向きに、建設的に、しっ

かりと私もこの４年を過ごしてまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。  

 また、４年ぶりの質問ということで、そしてまた、池田市政になって初めての一般質問

でございます。ぜひとも、よい御回答をお願いしたい。ぜひ私の気持ちを御理解していた

だけるなら、少しちょっとペンをねぶっていただいて、ちょっと書き換えていただきたい

なという部分も、ぜひよろしくお願いいたします。  

 それでは、通告に従いまして、まずは安全・安心・住まい助成事業、旧住宅リフォーム

助成事業の拡充についてお伺いいたします。  

 旧住宅リフォーム助成事業制度は、厳しい不景気の中、地域経済を支えてくれる一人親

方さんや小企業の皆様に経済の光を当てるべく、多くの市民の要望によってできた制度で

あります。  

 制度の内容は、市民が市内業者に対象のリフォーム工事を発注した場合、１０万円まで

の限度額で工事金額の１０％が市内商品券として返礼され、さらに、市内商品券で市内店

舗にも景気浮揚を図る制度であり、工事業者だけでなく、市内の購買力を上げる二重の経

済政策です。防府市では、平成２３年より現在まで続いていて、令和２年度からは安全・

安心・住まい助成事業と名称が変更されました。  

 さて、ここ３か年の実績では、平成３０年度、助成件数８５１件に対し、対象事業費は

６億８，０００万円、終了日は９月７日、令和元年度、８２８件に対し７億２，０００万

円、終了日が８月９日、本年令和２年度では、６８７件に対し６億６，０００万円ですが、

終了日が１０月３０日と、ちょっと若干遅くなっております。  

 本年から、返礼率が１０％から５％に変更され、本年度の助成件数や対象事業費も例年

と比較して減少し、若干ですが、終了日も時間がかかっていることが伺えます。  

 かつては、募集して１か月も待たずに事業予算を消化するぐらい大人気でありましたが、

現場の声や業者の皆様の声を聞くと、「５％をもらうために手続が面倒」や、「発注意欲

が薄い」などの声を、お聞きしております。そのほか、このたびの選挙を通して届いた市

民の声を反映していただきたいと思い、以下、３点お尋ねいたします。  
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 まず１点目ですが、本事業を査定していた景気の安定した昨年と違い、本年から来年に

かけて、コロナによる本市経済の打撃は必須であります。コロナによる経済対策のため、

いま一度、５％から１０％へ変更し、本市景気浮揚策を強化していただきたいが、御所見

をお尋ねいたします。  

 次に２点目ですが、民家、空き家から立木や雑草が伸びきり、近隣の住宅環境が悪化し、

多くの市民から市当局に苦情が寄せられたり、近年の温暖化による猛暑では、在宅でも熱

中症になり、市民の健康に大きな被害を与えるなど、多くの声をお聞きしました。  

 池田市長はそこを察知し、県下でもいち早く全小・中学校のエアコン設置に踏み切りま

したが、この際、住宅環境の改善、市民の健康を守るという観点からも、除草や立木の伐

採を行う造園工事やエアコン工事を行う電気工事につきましても追加してはどうでしょう

か。そのほうが、この事業の名称のとおり、安全・安心・住まいをよくすることのみなら

ず、ある程度、全ての工種へ平等に経済の光を当てることができます。工種の追加につい

ての御所見を伺います。  

 次に３点目として、以前からも、同じ大きな企業が５０件ぐらい発注され、すぐに募集

が終了となり、一人親方や小企業まで制度による恩恵が行き渡らないなどの、声がありま

した。冒頭述べたように、本来、一人親方や小さな企業のための経済対策だったわけです

から、業者の取得件数を制限できないか、以上３点、お伺いいたします。よろしく答弁を

お願いいたします。  

○議長（上田 和夫君）  １６番、松村議員の質問に対する答弁を求めます。産業振興部

長。  

○産業振興部長（熊野 博之君）  松村議員の安全・安心・住まい助成事業、旧住宅リフ

ォーム助成事業の拡充についての御質問にお答えいたします。  

 議員御案内のとおり、安全・安心・住まい助成事業の前身である住宅リフォーム助成事

業は、リーマンショック後の平成２３年度に、国の緊急経済対策の交付金を活用し、市内

の住宅関連産業の不況対策や市内共通商品券による消費喚起といった経済の活性化を目的

として開始したものであり、その後は、一般財源により継続して実施している事業でござ

います。  

 今年度の事業検討に当たりましては、関連業界の現状を踏まえ、これまでの住宅リフ

ォーム助成事業を見直し、安全・安心・住まい助成事業、空き家対策事業及び商店街魅力

向上事業の３つの事業へ再編したものです。  

 住宅や空き家等の防災や防火などの安全対策の工事を促進し、安全・安心な暮らしの確

保や地域経済の活性化を図ることを目的に再編した３つの事業の予算の合計は、これまで
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より増額となっております。  

 こうした中で、３点の御質問でございます。  

 １点目の補助率の変更についてでございます。  

 補助率につきましては、令和２年度から助成対象となる工事費の１０％から５％に変更

して実施していますが、安全・安心・住まい助成事業への見直しによる経済波及効果は、

これまでの住宅リフォーム助成事業に見劣らないものと考えております。安全・安心・住

まい助成事業の補助率につきましては、関係団体等の御意見を伺いたいと考えております。  

 なお、新型コロナウイルス感染症の拡大による経済対策につきましては、一人親方や小

規模事業者などの中小企業者への発注が少しでも増えるよう、水回りやトイレなどの改修

も補助対象になる地域産業促進事業補助金の創設、さらに、市有施設の衛生化に向けた改

修工事などの発注も行ってきております。  

 今後につきましても、コロナ禍における小規模事業者等の状況を踏まえ、経済対策にし

っかりと取り組んでまいりたいと考えております。  

 次に、２点目の工種の追加についてでございます。  

 この助成事業は、市民の皆様が市内の施工業者を利用した自宅の安全・安心に資する工

事を対象としており、対象の工種は防災・防火などを基準として定めております。工種の

追加につきましては、この助成事業が小規模事業者等に対するものであることから、来年

度の事業内容については、議員御案内の雑草や立木の伐採を行う造園工事やエアコン工事

を行う電気工事も含めた工種について、関係団体の意見を伺い、必要に応じて追加も考え

てまいりたいと思います。  

 次に、３点目の施工業者の取得件数の制限についてでございます。  

 この事業は、市内経済の活性化を目的にしておりますが、様々な御要望がありますこと

から、今後、防府商工会議所や関係団体の御意見を伺い、よりよい事業になるよう議員御

指摘の課題も含め協議してまいりたいと存じます。  

 以上、御答弁申し上げます。  

○議長（上田 和夫君）  松村議員。  

○１６番（松村  学君）  前向きな御答弁ありがとうございました。感謝申し上げます。  

 このたびの安全・安心・住まい助成事業の充実の質問は、昨年、安定した市内景気が、

今年４月から来年にかけ、コロナでの市内景気の悪化を懸念する小規模事業者からの声が

非常に多く、市として、いま一度支援を強化してほしいという声、また、本事業の本旨で

あるように、空き家や隣の家から立木の枝や雑草が伸びきり、道路や周辺宅に侵入し、住

宅環境悪化の改善。最近の猛暑で、自宅にいても高齢者や子どもの熱中症が発生している、
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そういったエアコンの整備による予防策も考えないかということを、選挙を通して、たく

さんの市民や小規模事業者からの声が集まったものです。どうか、来年になったら、この

景気の状況もどうなるかわかりませんが、御対処の御検討をよろしくお願いいたします。  

 昨年は景気も安定していたからか、今年度から、１０％から５％になりましたけれども、

例えば、１０万円の工事に対してクーポン券の助成率は５，０００円になります。小規模

事業者からの声は、「５，０００円ぐらいだったら値引きしたほうが、お客さんに事務手

続させたり、順番を取るのに並ばせたり、手間を取らさなくてもよい」との声や、消費税

が８％から１０％になるときの話で、これは水面下での話でございましたが、１０％の

クーポン券では、その１０％の消費税増の代替にしかならないので、２０％の検討も必要

ではないかというようなこともございました。  

 また、隣の山口市では、同内容の事業が、助成率は１０％ですが、上限額は防府市の

２倍の２０万円と。上限額が２０万円ですね。さらに、子育て世帯は助成率が１５％で上

限額が３０万円ということです。  

 今はコロナという予測不能な経済情勢にあるわけでございます。コロナが落ち着くまで

だけでも、景気浮揚のパンチ力になるのでは。ぜひ、関係団体と、その実情と対策を実行

していただくよう強く要望し、この質問については終わりたいと思います。  

 それでは次に、交通弱者救済のための地域交通についてお伺いいたします。  

 高齢者を主とする交通弱者救済のため、公共交通、地域交通の問題は、十数年にもわた

り、議会の一般質問、常任委員会質疑や直近の総合交通体系調査特別委員会も名称が過去

変わりながらも、防府市議会でも、地域での交通の在り方は、重要課題として特別委員会

が永続的に設置され、その間、問題解決に向け、たくさんの議員が当局と議論をしてきま

した。  

 当局からは、たくさんの市民や利用者のアンケート調査結果や総合計画をはじめ、防府

市生活交通活性化計画、防府市地域公共交通網形成計画など策定され、説明を受けたもの

の、議会側から主張していたデマンドタクシー事業化も、最初は小野久兼地区、富海戸田

山、大道切畑に、当初３００万円ずつ予算計上し運行実験する予定でしたが、現在は大道

切畑だけ残り、最近、玉祖のデマンドタクシーが運行され、その他の地域での事業化は全

く白紙であり、遅々として解決に至ってないのが実情です。  

 今までの市民アンケート結果や、特に、高齢者で移動に困っている方の大半の意見は、

せめてスーパーへ買物に行けて、県総合医療センターや病院に行きたいと回答されており、

我々議会側も、そのような交通網をつくるべきと再三、御提言させていただいています。  

 ところが、市としての回答は、市で地域交通を進めることは民業を圧迫するので配慮す
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る必要があるという理由が、この議論を遅らせている原因になっています。防長交通や中

国ＪＲバスの赤字部分を国・県・市からも、生活バス路線対策費補助金として補塡してい

ますが、平成２９年度では６，７４２万円、平成３０年度では７，２５５万３，０００円、

令和元年度では７，５９８万４，０００円と右肩上がりで、さらに増加しています。  

 そもそも、高齢者にはバス停までの距離は遠く乗りにくい、乗換えの待ち時間が長いと

の理由で、バスよりタクシーのほうを選択される方が多いので、バスに乗りやすくするた

めに、地域交通と公共交通の連結が可能ではないか、地域交通とのセットで経営改善でき

ないか、以前、意見したところです。  

 防府市が行っている高齢者等バス・タクシー運賃助成事業も、大多数の利用者がタク

シーの利用率のほうが高いのもその理由になると思います。また、路線バス・タクシーの

どちらにも使用できる助成券は年間４８枚交付されていますが、路線バスで使用する場合

は、１乗車１枚のみ、２００円引きで使用でき、タクシーの場合は、１，０００円以下の

場合は２００円引き、１枚で運賃が２割引き、上限１，０００円までになりますが、例え

ば、江泊から県総合医療センターにタクシーで助成券を使っても６，４００円かかり、年

金暮らしの人では厳しい金額です。  

 私は一昨年前より、ＮＰＯ法人高齢者にやさしい町づくりネットワークが、江泊地域、

富海地域に無料バスを開設するということでお手伝いをさせていただきました。富海地域

は宇多村議員もお手伝いをされました。  

 昨年４月の開設当初は１日数人程度でしたが、現在では、富海地域では月に３５０人程

度、江泊で月２５０人程度利用されて、富海、江泊の方に大変喜ばれていると聞いていま

す。そして、このバスがつないでいるのが牟礼アルクと牟礼の民間の病院と県総合医療セ

ンターのみです。  

 先ほど、市のアンケート調査で、特に、高齢者で移動に困っている方の大半の意見は、

せめてスーパーへ買物に行けて、県総合医療センターや病院に行きたいと回答を述べまし

たが、市アンケート調査が実証されたことに、これでなると思います。  

 加えて、単位自治会でも同じサービスを提供している自治会もあると聞いております。

今後は市としても、各地域から高齢者や交通弱者の方にこのような地域交通を整備するこ

とを強く要請します。  

 そこで提案ですが、今後このように、民間や自治会でも、高齢者や交通弱者の移動支援

の取組を助長するために、（仮称）防府市生活交通助成制度創設に向け、研究・実施して

いただきたいが、お尋ねをしたいと思います。よろしく御答弁をお願いします。  

○議長（上田 和夫君）  ただいまの質問に対する答弁を求めます。総合政策部長。  
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○総合政策部長（小野 浩誠君）  松村議員の交通弱者救済のための地域交通についての

御質問にお答えいたします。  

 地域における移動手段としての交通サービスにつきましては、路線バスを中心とした公

共交通サービスの維持に努める中で、運転免許を持たない高齢者の方や障害者の方などの、

いわゆる交通弱者に対するバスやタクシーの運賃助成を行っているところでございます。  

 こうした取組の中で、路線バスが減便となった地域等を対象に、お示しのような、いわ

ゆるデマンドタクシーを運行しておりますが、運転手の確保などの課題があり、現在、切

畑地区と玉祖地区の２か所の運行にとどまっております。  

 こうした状況の中、本市といたしましては、地域の移動手段としての交通サービスを守

るため、まずは、公共交通サービスの中心となるバス路線をしっかりと維持していくとと

もに、交通弱者といわれる方々の移動手段を確保するため、引き続き、運賃助成などの支

援を行うこととしております。  

 議員御提案の富海地域及び江泊地域におけるＮＰＯ法人による無償運行バスを例示され

た上での民間や自治会等による取組に対する助成制度についてでございますが、交通弱者

対策も含めた本市における公共交通サービスの確保について検討していく中で、総合的に

研究してまいりたいと考えております。  

 以上、御答弁申し上げました。  

○議長（上田 和夫君）  松村議員。  

○１６番（松村  学君）  ありがとうございました。  

 御答弁の中で、今後は既存バス路線を中心として計画されている平成３０年３月策定の

地域公共交通網形成計画を中心に、タクシー労働者も減少し、デマンドも今後難しいとい

う、既存バス路線活用を重点にしていくということですが、昨日の石田議員の質問にもあ

りましたが、ここ１０年ですね、全く同様の答弁でありまして、いまだに経営改善もされ

ておらず、結局、現在においても生活バス路線対策費補助金、赤字補塡は今でもずっと右

肩上がりです。この地域公共交通網形成計画にも、地域別の満足度というのが示されてい

ますが、６０％以上がやや不満、不満となっております。  

 また、福祉サイドでも本来、既存バスの乗客数を増やすために始めたともいえる高齢者

等バス・タクシー運賃助成事業も、バス利用は圧倒的に少なく、実際、中身を見てみると、

タクシーの利用のほうに大きく傾いています。その利用者の声も、もらえるならもらって

おきたいという人がほとんどで、決してこれ、すごく人気があって来ているということで

はないというのを指摘させていただきたいと思います。これについても、もしよかったら

アンケート等も実施していただけたらというふうに思っています。  
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 この選挙中でも、バス停まで１．５キロぐらいあるので、江泊から県の医療センターに

タクシーで行くと片道４，０００円程度かかる。２割補助でも限度額は１，０００円なの

で、年金暮らしでは病院に行くのも一苦労だそうです。最近は、牟礼アルクと民間病院、

県医療センターまで無料バスができたから、すごく助かっているとのことでしたが、この

ような方が市内にはあふれ、増え続けている。  

 私もこの問題を預かり十数年が経過いたしましたが、今後１０年たっても今までと同じ

手法では、今よりバスの赤字が増えて、バス券の市の負担も増え、ここにいる、またほか

のだれかが私と同じ質問を１０年後にされているのがはっきり目に映ります。  

 市長は、民の声は天の声だとおっしゃいました。私も全く同感であります。バス事業者

の心配も理解できますが、どんどん交通弱者が増えている民のことを、いま一度強く考え

ていただきたい。既存路線を生かしながらでも、じゃあ、民が満足できていないところを

どう補完していくのかを考えるのが池田市長であると私は信じておりますので、このたび

の質問は、今回これでとどめてはおきますが、問題提起ということで、年をとっても暮ら

しやすさ一番の町、防府一番になるよう、いま一度市長の持ち前の実行力とスピード感で

一案、二案つくっていただくようお願いし、この項の質問は終わらせていただきます。  

 次に、中心市街地の起爆剤とする駅北公有地の活用方法についてお伺いいたします。  

 駅北公有地については一時、庁舎の位置の候補地になりましたが、さきの市長選挙で庁

舎位置問題も争点になり、池田市長が現庁舎位置に新庁舎の建設を強調し、見事当選され、

議会もその民意を反映し、現庁舎位置に新庁舎を建設することで全会一致で可決いたしま

した。  

 その後、市として駅北公有地は売却の方向で、民間活力の導入に期待すると方針を出さ

れています。また、防府市中心部のまちづくりの課題についても意見を求め、本市の施策

について検討するため、本年７月から防府市駅周辺まちづくり協議会を設置し、駅北公有

地の活用方法についても、現在まで４回にわたり議論されていまして、民間への売却を軸

に議論が進んでいるところです。  

 さて、私はこの駅北公有地に強い思い入れがあります。私は防府市議会に議席をいただ

いてから２０年がたちました。たくさんの先輩議員の方々の駅周辺の整備に対しての熱い

思いや論戦と取組を目の当たりにし、この大事業に携わっていることに誇りを感じながら、

月日もたち、駅周辺の様子も大きく変わってきました。  

 防府駅周辺の整備は県下でも類を見ない防府駅付近連続立体交差事業、いわゆる鉄道高

架事業５．３キロメートルに始まり、概算ですが、事業費は２２４億円、防府駅南土地区

画整理事業１３．１ヘクタール、３６億円、防府駅北土地区画整理事業６．７ヘクタール、
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９３億円、まちづくり総合支援事業によりアスピラート、天神プロムナード、多目的広場

整備など４８億円、防府駅てんじんぐち第一種市街地再開発事業、ルルサス、１．５ヘク

タール、５４億円、総事業費は何と約４５７億円であり、現在では、このような事業を地

方で立ち上げることは不可能であり、先人の努力に感謝申し上げるところです。  

 そして、この駅北公有地をどうするかで、今まで長きにわたって行ってきた駅周辺整備

事業も終点へと向かうわけで、すばらしいものに仕上げてほしいと切に願っているところ

です。  

 私も民間活力の導入は大賛成でありまして、ＪＴの跡地問題でも大和ハウスが整備した

テクノタウン１号、２号用地には、大規模に防府市の企業誘致が進められている成果から

も、世界をマーケットシェアにし、資本やネットワーク、最先端の技術力を持っているよ

うな民間企業に、防府の起爆剤になるようなエリアをつくってほしいと期待するところで

す。  

 さて、この駅北公有地は東山口信用金庫駅前支店がある旧商工会館の敷地も入れますと、

約７．２ヘクタールとかなり広く、この旧商工会館も近日解体され、来年３月末までに撤

去されることになっております。そうしますと、隠れていた長細い広い空き地が目立つよ

うになります。駅前に空き地が目立つのは、市民からも市外からの訪問者の方も寂しく感

じられると思います。ですから、遠くない未来に、すばらしい案を持つ民間企業に売却を

進めなくてはなりません。また昨日、第５次防府市総合計画素案でも御説明いただきまし

たが、駅北公有地は道路整備計画後、売却すると計画案に記述されています。  

 まず、１点目として、この駅北公有地売却に向けた全体的なスケジュールは、現在では

どうなっているのか、お聞きいたします。  

 次に、売却に当たっては、安易な方法や取得金額が高い民間企業に売却するのではなく、

先ほど述べたように、より中心市街地の起爆剤になるプランを描く民間企業に売却するよ

う選定方法を検討していただきたいが、御所見をお伺いいたします。よろしくお願いいた

します。  

○議長（上田 和夫君）  ただいまの質問に対する答弁を求めます。市長。  

        〔市長 池田  豊君 登壇〕  

○市長（池田  豊君）  松村議員の中心市街地の起爆剤となる駅北公有地の活用方法に

ついての２点の御質問にお答えいたします。  

 関連いたしますので、併せて答弁させていただきます。  

 駅北公有地は４区画あり、全体で、お示しのように約７，２００平米ございます。この

公有地のあります防府駅周辺は南北市街地の一体化を図る鉄道高架事業をはじめ、文化施
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設、商業施設の整備など、これまで多額の投資が行われてきており、高いポテンシャルを

有するエリアでございます。  

 このポテンシャルを生かして、令和の時代にふさわしい活力ある中心市街地を創造して

いくためには、民間の活力を引き出し、民間と行政が一緒になって活性化に取り組む必要

があると考えております。このため、新たな総合計画の素案においても、活力ある中心市

街地の形成を重点プロジェクトに位置づけて、市道栄町藤本町線の整備やアスピラートの

改修など、防府駅周辺の整備を推進することといたしております。  

 この中で、駅北公有地につきましては、民間活力の導入に期待し、売却の方針でござい

まして、商工会館が建つ防府商工会議所への貸付地につきましても、新たなまちづくりの

ために活用していくことを商工会議所の御理解の上で、６月議会で議会に御報告いたして

おりますが、本年度末までに更地として返還していただくこととなっております。  

 これによりまして、駅北の公有地は、駅前の県道防府停車場向島線に接する民間事業者

にとって非常に魅力のある広大なエリアとなり、民間活力の導入が期待できるものと考え

ております。  

 お尋ねの売却に向けたスケジュールと売却先の選定方法等についてでございます。  

 本年７月に設置いたしました駅周辺のまちづくりを検討するための協議会におきまして

も、駅北公有地は非常に貴重な土地であり、単なる売却ではなく、そのポテンシャルをま

ちづくりに最大限生かしていくことが重要との多くの御意見や、価値を上げるためには道

路の整備が必要などの御提言もいただいているところでございます。  

 市としては、こうした御意見や御提言等も踏まえ、売却に当たりましては、防府市のま

ちづくりに資する最善の売却となるよう、まちづくりに関する専門家等で構成する外部委

員会を設置し、民間活力を最大限引き出せるよう、周辺道路の在り方や活性化につながる

具体的な売却方法等の検討を急ぐことといたしております。  

 既に、売却準備といたしまして、関係部署からなる庁内のプロジェクトチームを設置し

ているところですが、外部委員会につきましても、年度内には立ち上げたいと考えており

ます。  

 駅北公有地が民間活力の導入により、令和の時代のまちづくりにふさわしいゾーンとな

るよう、委員会で売却方法等をしっかり御検討いただき、令和３年度末までの売却を目指

してまいりたいと考えております。  

 以上、御答弁申し上げました。よろしくお願いいたします。  

○議長（上田 和夫君）  松村議員。  

○１６番（松村  学君）  市長より、夢に富んだ力強い御答弁でございました。ありが
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とうございました。  

 私も、ちょっとこれにつきましては熱い思いがありまして、再質問をさせていただきた

いと思っております。  

 今の、まず形状のことなんですが、県道防府停車場向島線に面しとるから非常に有利だ

というような答弁もございましたが、やはり、一番の問題は、細長い形状なんですね。  

 もう１つ言いますと、私も知り合いにこういった専門家の方が何人かいらっしゃって、

私も非常にこれについて御助言をしてくれということで、いろんな方にちょっとお聞きを

したんですけども、もし、民間企業がここを買収しようと思うんであれば、もう１つ、主

要地方道防府停車場線、こちらのほうにも面してないと、なかなか売りにくいと。  

 視認性という言葉があります。私もちょっと初め、視認性って何だろうと思ったんです

が、要は、そこにとんと、もう近くに行ったらそこにあるもの、看板とか含めてですね、

全てがぱっと見える、こういうふうな土地の形状でないと、なかなか民間企業も興味を示

さないのではないかというふうに、ちょっとお聞きしました。  

 それでですね、私もいろいろちょっと話しながら考えて、じゃあどうすればいいのかと

いうところなんですが、やはり、もともと市の庁舎を造るときでも、民地を買い足して造

ろうというような案でありました。つまり、民地をある程度シミュレーションして、ここ

とここを買収したらこういう形状になって、そして、そのときの道路の付け替えがこうな

りますよというような案を、一案、二案、三案と分かりませんけど、その辺は何案か示し

て、民間企業の方に興味を持ってもらうようなことをしないと、そういった投資であった

り、また、その民間企業も、例えば店舗とか造るんであれば、こういうすばらしい土地が

あるから、防府の今から計画している事業に参加しないか、こういう働きかけをするわけ

ですから、今のちょっと細長い形状では、なかなか説得力はないのではないかな。  

 となりますとですね、そういったゾーニングをした市道の付け替えもシミュレーション

して、今の形状でやるんではなくて、そういった民地も含めて図面とか計画、こういった

ものを作成すると同時に、当然、民地の所有者の方にも、ある程度調整というのが要ると

思いますので、土地は買ったんじゃけど民間の方は売らんからという話になったら御破算

になってしまいますので、ある程度、その部分ぐらいは──一番いいのはですね、市が買

収したいい形状の土地を売るのがいいんですが、それは、僕は絶対無理だというふうに判

断しています、もちろん。  

 ですからですね、そういった、やっぱりできることだけ、業務的なことをしっかりやっ

ていけないのかなということで、そういった図面、計画、民地を含めたゾーニング、そう

いったものができないかということを、ちょっと再質問させていただきたいと思います。  
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○議長（上田 和夫君）  総務部長。  

○総務部長（伊豆 利裕君）  大変貴重な御提案をいただきましてありがとうございます。  

 先ほど来、市長が述べておりますけれども、今の議員からのそういう御提案、こういう

ものを含めまして、具体的な売却方法等になっていこうかと思います。あるいは市場調査

等、そういうこともあるかもしれません。こういうことに関しまして、先ほど申し上げま

したように、専門家等で構成する外部委員会、これを設置いたしまして検討を進めていき

たいと思います。  

 以上でございます。  

○議長（上田 和夫君）  松村議員。  

○１６番（松村  学君）  それでは、先ほど言われた年内に外部委員会をつくるという

ことですけども、実際、メンバー的なものは、どういったメンバーが入ってくるのか。そ

れと、いつまでに大体、外部委員会での結論を出そうというのがあるのか、その辺をちょ

っとお聞きしたいと思います。  

○議長（上田 和夫君）  総務部長。  

○総務部長（伊豆 利裕君）  まず、外部委員会の構成でございますけれども、現在検討

しておりますのは、まずは学識経験者、それから金融関係の関係者の方、それから、関係

といたしまして不動産関係の方、こういう方からなる外部の検討委員会を設置しようとい

うふうに考えております。  

 それから、スケジュールということでございますけれども、先ほど市長が答弁いたしま

したけれども、まずは、年度内に検討委員会を立ち上げていきたいということでございま

す。それから、令和３年度末までの売却を目指すということでございますので、これに向

けて協議を進めていきたいと、そのように考えております。  

 以上でございます。  

○議長（上田 和夫君）  松村議員。  

○１６番（松村  学君）  売却方法、例えばプロポーザルとかいろいろあると思うんで

すが、その辺の細かい部分についても、この外部委員会でやっていくということでよろし

いんですか。その辺についても御説明お願いします。  

○議長（上田 和夫君）  総務部長。  

○総務部長（伊豆 利裕君）  今、議員から御紹介がございました売り方につきましては、

条件付きの一般競争入札であるとか、それから今、議員御紹介いただきましたプロポーザ

ル方式とか、いろいろな売却の方法もございます。これにつきましても併せて検討してい

きたいと、このように考えております。  
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 以上でございます。  

○議長（上田 和夫君）  松村議員。  

○１６番（松村  学君）  駅北エリアも駅南エリアと比べると、ちょっと活気、通行動

態もいま一歩ということで、昔から職員の方も悩まれていたということも聞いていますし、

議員も何とかしようと思って、いろいろ質問をするんですけど、なかなかできてない。  

 私はこの事業化に向けて、やっぱり行政の守備範囲で今までやってきたということがち

ょっと伸び悩んだという原因、その証拠がまさに今回の、我々もけんけんがくがくでＪＴ

の跡地問題ですね、すごい長きにわたって議論したんですけども、なかなかうまくいかな

かったんですが、最後に大和ハウスさんが来て、いい結果につながったということで、や

はり、民間主導によって人・物・金と世界レベルのネットワーク、こういったものを活用

して、そういう企業こそが、まさに防府市の起爆剤につなげていけるような手法も持って

おるんだろうというふうに私はすごく痛感しております。  

 そういうことで、ぜひですね、防府市の起爆剤になるよう、駅周辺整備事業の総仕上げ

となるよう、当局におかれましては、すばらしい企業に売却して、市民の希望の詰まった

エリアをつくっていただくよう切に願いまして、全ての質問を終わらさせていただきます。

ありがとうございました。  

○議長（上田 和夫君）  以上で、１６番、松村議員の質問を終わります。  

────────────────────────────────────── 

○議長（上田 和夫君）  次は、１０番、吉村議員。  

        〔１０番 吉村祐太郎君 登壇〕  

○１０番（吉村祐太郎君）   会派「敬天会」の吉村祐太郎でございます。石田議員とは同

じ会派ではありますが、主義、思想は逆でございます。私は石田議員の嫌いな新自由主義

でございます。数少ない共通点は、少し変わり者であることと、軽トラに乗っていること

ぐらいでございます。  

 それでは、通告に従いまして、情報インフラ整備についてお伺いいたします。  

 昨今、スマートフォンやタブレットが普及する中、ＯＳやアプリの更新等、Ｗｉ─Ｆｉ

環境は年々欠かせないものになってきております。現代人の生活にはタブレット等の通信

機器とＷｉ─Ｆｉ等の通信が必要でございます。  

 本日、私は使い慣れたタブレットではなく、数年後には絶滅危惧種に指定されるであろ

う紙媒体を使っておりますが、ぜひ、いずれはタブレットを使えるようにしていきたいと

考えております。  

 私自身、テレビが映らなくても困りませんが、Ｗｉ─Ｆｉがないと非常に困ります。現
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に、家のテレビはテレビではなくディスプレイでございます。ディスプレイでは、ユーチ

ューブでニュースを見て、Ｈｕｌｕやアマゾンプライムで子ども用のコンテンツを仕入れ

ております。  

 現在、５Ｇの普及もまだしておらず、５Ｇが普及した後も、５Ｇの電波特性上、建物等

の障害物を透過しにくいこともあり、施設の中へのＷｉ─Ｆｉ設置は必要なものだと推測

されます。  

 そこで、３点お伺いいたします。  

 まず、１点目として、公共施設等へのフリーＷｉ─Ｆｉの設置についての考えをお聞か

せください。  

 次に、２点目として、市内の公共施設や観光施設にどの程度、フリーＷｉ─Ｆｉが配置

されているのか、お聞かせください。  

 最後に、３点目として、設置場所の周知方法をお聞かせください。  

○議長（上田 和夫君）  １０番、吉村議員の質問に対する答弁を求めます。市長。  

        〔市長 池田  豊君 登壇〕  

○市長（池田  豊君）  吉村議員の情報インフラ整備についての３点の御質問のうち、

私からは、公共施設等へのフリーＷｉ─Ｆｉの設置についてのお尋ねにお答えいたします。  

 私は社会全体のデジタル化が進む中、情報通信基盤における大都市圏と地方との間の格

差を広げないようにするためには、情報通信インフラの整備が重要であると考えておりま

す。  

 こうした中、スマートフォンやタブレット端末などの普及に伴い、通信料金を気にせず

インターネットに接続し、通信サービスが利用できる、いわゆるフリーＷｉ─Ｆｉが設置

されている場所が増えてきております。最近では、多くの人が利用するショッピングセン

ターやコンビニエンスストアなどへの設置が進んでいるところでございます。  

 このような状況を踏まえ、本市といたしましては、インターネット接続の利便性や行政

サービスの向上の観点から、多くの市民の皆様が利用される公共施設などへのフリーＷ

ｉ─Ｆｉの設置を進めており、今後も、施設の改修などに併せて、フリーＷｉ─Ｆｉの設

置を図ることといたしております。  

 また、観光で本市を訪れる外国人や観光客へ観光情報等を提供するため、観光施設への

フリーＷｉ─Ｆｉの設置も進んでおります。本市においても、こうした観光客等の受入れ

環境整備のため、観光の回遊拠点として、防府市幸せますステーションの認定を受けた店

舗や施設がフリーＷｉ─Ｆｉを設置する際には、その費用の一部を補助するなど、設置場

所の増加を促進しているところでございます。  
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 私といたしましては、こうした施設等へのフリーＷｉ─Ｆｉの設置を進めることにより、

市民の皆様の利便性や行政サービスの向上、観光客のさらなる誘客を図ってまいります。  

 以上、御答弁申し上げました。残りの質問につきましては、総合政策部長のほうから御

答弁させていただきます。よろしくお願いいたします。  

○議長（上田 和夫君）  総合政策部長。  

○総合政策部長（小野 浩誠君）  私からは、フリーＷｉ─Ｆｉが利用できる公共施設や

観光施設及び利用できる場所の周知についての御質問にお答えいたします。  

 まず、既にフリーＷｉ─Ｆｉを設置している市の公共施設につきましては、まちの駅う

めてらす、サイクリングターミナル、ソルトアリーナ、公会堂、アスピラート、山頭火ふ

るさと館及び潮彩市場防府の計７か所であり、民間の観光施設としましては、観光案内所、

防府天満宮や周防国分寺等に設置されております。また、これから整備いたします新庁舎

には、行政サービスの向上のため、フリーＷｉ─Ｆｉを導入いたします。  

 次に、フリーＷｉ─Ｆｉが利用できる場所の周知についてです。  

 本市が設置しているフリーＷｉ─Ｆｉは、やまぐちＦｒｅｅＷｉ─Ｆｉのホームページ

に掲載されております。また、市内でやまぐちＦｒｅｅＷｉ─Ｆｉが利用できる施設は、

今年１０月末現在、市の公共施設７か所を含め６８か所あり、フリーＷｉ─Ｆｉが利用で

きる施設である旨のステッカーが、各施設の入口など、来場者に分かりやすい場所に貼ら

れております。  

 以上、御答弁申し上げました。  

○議長（上田 和夫君）  吉村議員。  

○１０番（吉村祐太郎君）  前向きな御回答、ありがとうございました。  

 ＧＩＧＡスクール構想でタブレット端末を用いた教育を行う現代で、家庭にＷｉ─Ｆｉ

がある子とそうでない子は教育に差が出ることが懸念されておりますが、本市では、Ｗ

ｉ─Ｆｉ環境の有無に関係なく、自宅でも使用できるセルラー方式のタブレットが採用さ

れました。このことにより、今後、コロナウイルス感染症に関わる臨時休校等があった場

合でも、全ての児童・生徒がタブレット端末を活用した家庭学習を進めることができる環

境が整備され、家庭におけるＷｉ─Ｆｉ環境により、教育に差が出る不安は払拭されたと

ころでございます。  

 しかしながら、子どもにスマホを持たせると、その通信料の負担が子育て世帯の月々の

家計を圧迫することから、１ギガの通信プランで、フリーＷｉ─Ｆｉを使ってＯＳを更新

しているというお話もよく耳にします。少子化を食い止めるためにも、子育て世帯の負担

を軽減し、利便性を向上させることが非常に重要だと考えております。  
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 国がＩＴ化を推進し、また、通信料の引下げを携帯各社に求める中、池田市長にはぜひ、

スピード感を持って、本市が次の時代に進めるために情報インフラを整えていただけるこ

とをお願いいたしまして、私の質問を終わります。ありがとうございました。  

○議長（上田 和夫君）  以上で、１０番、吉村議員の質問を終わります。  

────────────────────────────────────── 

○議長（上田 和夫君）  次は、３番、梅本議員。  

        〔３番 梅本 洋平君 登壇〕  

○３番（梅本 洋平君）  過日行われました防府市議会議員選挙におきまして、初当選を

させていただきました、会派「自由民主党」の梅本洋平と申します。新人議員でございま

すので、不慣れな点、多々あろうかと思いますが、どうぞどうぞ、よろしくお願いをいた

します。  

 それでは、通告に従いまして一般質問をさせていただきます。  

 本日は災害時の緊急避難場所について、そして、教育のまち日本一について、この２点

をお伺いさせていただきます。  

 まず初めに、災害時の緊急避難場所についてでございます。  

 昨今、全国各地でいろいろな災害が発生しており、１０年に一度の災害という言葉を頻

繁に耳にします。本年７月にも九州で豪雨災害が発生し、防府市におきましても、９月に

は台風１０号の影響で大規模停電がありましたことは記憶に新しいです。防府市としては、

あらゆる災害を想定し、常に備えておかなければならない、そのように考えております。  

 現在の各地域の避難場所を見てみますと、場所によっては歩いて２０分、３０分行かな

いと避難場所にたどり着かない、そんな場所がたくさんあるのが現状であると私は感じて

います。これでは御年配の方が逃げ遅れてしまうのではないか、そのように懸念をしてお

るところでございます。  

 そこで、大規模地震災害という観点で、２点質問をさせていただきます。  

 １つ目、防府市における緊急避難場所の現状をお聞かせください。  

 ２つ目、市内の企業にお願いし、緊急避難の受入先として許可をいただき、市民の皆様

に周知すれば、かなりの収容数が確保できると考えますが、御所見をお伺いさせていただ

きたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。  

○議長（上田 和夫君）  ３番、梅本議員の質問に対する答弁を求めます。市長。  

        〔市長 池田  豊君 登壇〕  

○市長（池田  豊君）  梅本議員の災害時の緊急避難場所についての２点の御質問にお

答えさせていただきます。  
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 私はこれまでも、防災リーダー研修会や各地域の防災訓練等に可能な限り出席し、市民

の皆様に、まず助かりたい、逃げたいという気持ちを強く持っていただくことが何よりも

大切であると訴えかけてまいりました。そうした中で、命を守るための避難場所の確保は

大変重要であると考えております。  

 まず、１点目の緊急避難場所の現状についてです。  

 本市では、緊急を要する場合に、不特定多数の人が身の安全を守る避難場所として、公

民館や小・中学校をはじめ、キリンレモンスタジアム等の耐震性を有する市有施設を中心

に指定しております。加えて、高等学校や事業者等と協定を交わし、市有施設と同様の水

準の民間施設等についても指定させていただいております。  

 地震災害に対応いたします指定緊急避難場所は、広場等を含め、合計で８８か所ありま

して、１人当たり２平米の避難スペースとした場合には、市有施設６２か所で約１１万人

分、また、民間施設等も合わせますと約１４万人分を既に確保しております。  

 しかしながら、災害時には避難場所はより身近にあればあるほど早めの避難につながり、

また、より近くにあることが求められていると思います。また、コロナ禍への対策として、

２平米ではなく１人当たりのスペースをもっと広く確保する必要もあります。このため、

さらに避難場所を拡充し市民の皆様が安心して避難できるよう、小野公民館や牟礼公民館

について、災害リスクのない場所への建て替えを進めるとともに、佐波川右岸地域等への

広域的な防災広場の整備に向けて、鋭意取り組んでいるところでございます。  

 また、市の指定いたします避難場所までは遠いなどの理由から、自治会において、自治

会館や地元の民間施設等を地区の一時的な避難場所として定めていただく取組を促進して

おりまして、現在では７２か所となっております。今年度からは避難場所として使用する

自治会館の新設等に対し、補助金を増額するなどの積極的な支援も行っております。  

 次に、２点目の市内の企業に緊急避難の受入先となっていただくことについてです。  

 大規模地震が発生した際には、市内全域にわたる被害が想定され、避難場所等が利用で

きなくなることも十分に想定されます。また、議員御提案のとおり、徒歩で避難される御

高齢の方にとって、避難場所はより近くにあることが望ましいことから、身近にあります

事業所を避難場所として利用させていただくことは、市民の皆様の安全・安心につながる

大変有効なものだと考えております。  

 このため、先ほど申し上げました市が指定いたします緊急避難場所として、企業等の民

間事業者１３社と協定を交わしており、市有施設と同様の避難場所を確保しております。

また、地区の一時的な避難場所についても、社会福祉法人を含む事業者１８者が自治会に

施設を提供することとされており、地域に開かれた協力の輪が広がってきているところで
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ございます。  

 災害時の避難場所については、幾らあっても十分ということはございませんので、今後

も市全体で拡充を図っていく中で、事業者にも働きかけながら、１者でも多く避難場所と

して提供いただけるよう努めてまいりたいと考えております。また、避難場所とした際に

は、自治会や防災士等連絡協議会と連携を図りながら、しっかりとお知らせもしてまいり

たいと考えております。  

 以上、御答弁申し上げました。よろしくお願いいたします。  

○議長（上田 和夫君）  梅本議員。  

○３番（梅本 洋平君）  力強い御答弁ありがとうございました。最大で収容した場合、

１４万人収容可能ということで安心をいたしました。  

 しかしながら、答弁の中にもありましたが、均等に収容するということが難しいという

こと、そして、昨日の山田議員の質疑にもありましたけれども、感染症対策において密に

ならないようにと、そのような視点で考えると、必ずしも十分ではないということは私も

感じました。引き続き、緊急避難場所の拡充をお願いをしたいと思います。  

 ２つ目の企業の受入れにつきましても、現在、１３社と協定を結び、指定緊急避難場所

になっているということでございました。私は今回の選挙活動において、１００社以上の

企業に訪問をさせていただきましたが、どの企業も地域貢献ということを企業理念として

考えられており、どのように地域に貢献するか、本当に常に考えられているということを

感じました。  

 災害の種別によっても、避難場所の条件というのは異なるかと思いますが、私たち地域

の議員も身近な企業に声かけをしていかなければならないということを感じましたし、同

時に、防府市としても、もっともっと企業にお声かけをいただきまして、災害を地域で乗

り越えることができる町、そんな防府市にしていただきたい、このことをお願いをいたし

ます。そして、引き続きどうぞよろしくお願いをいたしまして、この項を閉じさせていた

だきます。  

 ２つ目、教育のまち日本一についてお伺いをいたします。  

 防府市教育振興基本計画を拝見いたしますと、教育のまち日本一を念頭に施策を推進と

いう書き出しで始まっています。教育のまち日本一という旗印が大変すばらしいと私は感

じており、学問と言えば防府だよね、そんな町になったらいいなと私は思っています。  

 あらゆる学問は統計学によって進められています。経済学、土木建築学、法学、医学、

全ての学問において結果を数字で表し、それが正しかったのか、間違っていたのかを検証

し、次の施策につなげていきます。いわゆる科学的根拠、科学的なエビデンスをもって施
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策が決められているわけでございます。  

 しかしながら、教育学においては主観的な発想、例えば、子どもにとってこれっていい

よね、いいに違いないよねといった科学的根拠、エビデンスを伴わない施策を目にするこ

とがあります。  

 海外では、教育学においても、その施策が後に、学力にどのような影響を与えたのか、

しっかりと追跡調査を行い、エビデンスに基づいて施策が決められています。少人数制の

学級がどのように学力に作用したのか、早期教育がその後、学力にどのように作用したの

かなどでございます。  

 そこでお聞きしたいのですが、掲げられた教育のまち日本一、この目標に向かって着実

に進んでいるのかどうか、確認のため３点お聞かせください。  

 １、一言で教育といっても受け取り方は幅広くございますが、何をもって日本一とお考

えでしょうか。  

 ２、目的達成のための手法を具体的にお願いをいたします。  

 ３、目的達成の検証をどのように行うのか、お聞かせください。  

 以上、よろしくお願いいたします。  

○議長（上田 和夫君）  ただいまの質問に対する答弁を求めます。教育長。  

        〔教育長 江山  稔君 登壇〕  

○教育長（江山  稔君）  梅本議員の教育のまち日本一についての御質問にお答えしま

す。  

 まず、最初の御質問である、何をもって日本一とするのかということについてでござい

ます。  

 教育委員会では、教育施策に関する基本的な計画として、防府市教育振興基本計画を策

定しており、その中で、本市教育の目指す姿の１つにまちの姿を掲げ、教育のまち日本一

をうたっております。  

 防府は豊かな自然と文化・歴史に恵まれたすばらしい町です。教育委員会では、子ども

たちがそんな防府の町のことを大好きになるような教育施策を推進しております。その上

で、保護者はもちろん、防府に住む全ての皆様が、防府は教育を大切にしている町だと心

から思っていただける、そのような状態になることこそ、教育のまち日本一になるという

ことであると考えております。  

 次に、２点目の御質問である目標達成のための手法についてでございます。  

 教育委員会として、子どもたちが防府の町、防府の学校で学ぶことが大好きになるよう

教育環境の整備、充実に努めております。  
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 昨年度、市内の小・中学校へのエアコン整備が完了したところでございます。今年の夏

は、このエアコン整備と弁当の提供によって夏休みに授業を行うことができ、コロナウイ

ルス感染症拡大の影響による学習の遅れを取り戻すことができました。また、子どもたち

を誰一人取り残すことのない教育の実現に向け、令和元年度補正予算及び令和２年度当初

予算におきまして、全国に先駆けて、１人１台タブレットの配備を決めました。現在、小

学校６年生と中学校３年生の児童・生徒の配備が終わり、年度内には全ての児童・生徒へ

の配備が完了します。  

 そして、このような教育環境のハード面の充実に加え、ソフト面の充実にも力を注いで

おります。そのうちの１つがコミュニティ・スクールの仕組みを生かした学校運営でござ

います。本市では、市内全ての小・中学校をコミュニティ・スクールに指定し、地域と連

携した教育、学校を核とした地域づくりを推進しております。  

 このほか、教育委員会内に特別支援教育支援員を配置するとともに、市内の小学校３校

に幼児通級指導教室を設置するなど、特別支援教育の充実にも力を注ぎ、全ての子どもた

ちとその保護者の教育的ニーズに応えようとしているところでございます。このように、

教育委員会では、防府が大好きな子どもを育成していくとともに、教育に対する市民の期

待に沿うような教育施策を進めているところでございます。  

 最後に、３点目の御質問にある目標達成の検証はどのように行うのかということについ

てでございます。  

 教育委員会では、教育のまち日本一を念頭に置いた教育の成果を、子どもの姿や思い、

保護者や地域の皆様の声によって把握してまいります。例えば、登校中、友達や地域の皆

様に元気な声で挨拶ができる子どもや、明日学校に行くことが楽しみでたまらないと思え

る子どもが１人でも増えること、学校の先生は熱心で親しみやすいと多くの保護者が思っ

てくださること、地域の皆様が子どもたちのためにと、誘い合って学校へ来てくださるこ

と、そのような場面がたくさん見られることが、教育のまち日本一の実現に向けた手応え

であると考えております。  

 さらに、各学校におきましては、児童・生徒へはもちろん、保護者や地域住民の代表で

ある学校運営協議会の委員の皆様にも学校評価をお願いし、学校運営が子どもたち一人ひ

とりの生きる力を育み、保護者や地域の期待に応えるものになっているかどうか、検証を

しております。  

 今後とも、教育のまち日本一を念頭に置いた教育施策を推進してまいる所存であります

ので、議員の皆様におかれましても、学校の応援団としてのお力添えをどうかよろしくお

願いいたします。  
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 以上、御答弁申し上げました。  

○議長（上田 和夫君）  梅本議員。  

○３番（梅本 洋平君）  御答弁ありがとうございました。  

 防府市民全体が、防府市は教育を大切にしている町だよね、そう感じてほしいという願

いがすごく伝わってまいりました。  

 子どもたちという視点で捉えてみますと、生きる力、やり抜く力、一般的に学力テスト

で測れる学力とは違う非認知能力、これを重要視されているということは大変すばらしい

と感じました。文科省が推進している方向性にも合致をしておりますので、何の問題もな

いと感じますが、数字にしにくい分野だけに検証が難しく、主観的な検証になりやすいで

す。そして、主観的な検証になると、大人は必ず、やってよかったという結果を出してし

まいます。大人の主観になることなく、実際の子どもたちの達成度、成長に目を光らせて、

根拠、科学的エビデンスに基づいた策をどうかお願いをしたいと思います。  

 話は少し変わるんですけれども、防府市では、これからタブレットの導入が始まります。

これについては、私はすばらしいことであると感じておりますが、先週の読売新聞の１面

に、オーストラリアの小・中学校で５年間タブレットを使用してみた結果、子どもたちの

集中力が低下したという検証結果をもって、使用を中止したという記事が掲載されており

ました。  

 ただ、これはもちろん、使用の仕方によって、この結果は大きく異なってまいりますの

で、一概にはこれは言えないと私も思っています。しかしながら、子どもたちの学力を向

上させるには、どのようにこのタブレットを使ったらいいのか、一工夫も二工夫も必要で

あると、この記事を見て感じた次第でございます。それと同時に、このタブレットについ

てもしっかり検証して、その後の学力に対してよかったのか悪かったのか、ここをしっか

り行っていただきたいと思います。  

 税金を投入すると、悪かった結果というのは大変出しづらいと思います。しかし、それ

が子どもたちのためになるのであれば、ぜひぜひ、悪かったとしても遠慮せず出していた

だきたい、子どもたちのためという１点を見つめた施策をどうぞよろしくお願いをいたし

ます。  

 最後に、防府天満宮を擁する、そして、菅原道真公のお膝元の防府市として、一般的な

学力についてもお願いをさせていただきたいと思いますが、私が学生のときからそうなん

ですが、特に優秀な学生は山口高校や徳山高校を選ぶ人が少なからずいます。これも人口

流出、優秀な人材の流出であると私は思っています。むしろ逆に、勉強するなら防府だよ

ね、学問と言えば防府だよね、他市からそう言っていただける防府市になってほしいと心
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から思っておりますので、この学力、認知能力についても、ぜひぜひ力を入れていただき

たいということを御要望させていただきます。その結果、防府市の学力は、今年何ポイン

ト上がりましたという江山教育長の力強い今後の御報告を心から御期待を申し上げまして、

私の一般質問、閉じさせていただきます。  

 以上でございます。ありがとうございました。  

○議長（上田 和夫君）  以上で、３番、梅本議員の質問を終わります。  

────────────────────────────────────── 

○議長（上田 和夫君）  次は、１７番、髙砂議員。  

        〔１７番 髙砂 朋子君 登壇〕  

○１７番（髙砂 朋子君）  「公明党」の髙砂朋子でございます。  

 それでは、通告に従って、２項目にわたり質問をさせていただきますので、どうぞよろ

しくお願いを申し上げます。  

 １項目めでございます。妊産婦健康サポート事業について質問をいたします。  

 新型コロナウイルス感染症への不安が広がる中、妊娠、出産、子育てに不安を抱える

方々に対し、関係部署におかれましては様々な御配慮のもと、御尽力いただいております

ことに心より感謝を申し上げます。  

 私は本年６月の一般質問において、コロナ禍における母子保健事業の実施について取り

上げました。母子ともに安心して暮らし、全ての子どもたちの健やかな成長を見守ってい

くことができるよう、妊産婦健康診査や乳幼児の保健指導、不妊治療支援の充実とともに、

緊急事態宣言下に生まれた新生児への市独自の給付金をと要望いたしましたが、国の方針

に沿ってとの御答弁でございました。生まれたばかりの赤ちゃんも、お母さんとともに感

染予防対策への立派な協力者ではないか、さらなる支援をと強く述べさせていただいたわ

けでございます。  

 新型コロナウイルス感染症への不安や雇用情勢の悪化によって、全国の自治体が今年

５月に受理した妊娠届の件数が、前年の同じ月と比べ１７．１％、１万３，９９２件のマ

イナスだったことが１０月、厚生労働省の集計で明らかになりました。妊娠を控える人の

増加傾向が続けば、来年生まれてくる子どもの数が大幅に減ることは避けられず、今後、

新型コロナウイルス感染症の影響下であっても、妊娠を希望する人たちの不安を和らげる

ための方策、安心して妊娠、出産、そして子育てができる環境づくりに取り組むことは、

さらに重要な事業となります。  

 そこで、今回は妊産婦健康サポート事業について、２点お伺いをいたします。  

 １点目。市は、不安を抱えながら過ごされている妊産婦の外出時の感染リスクを軽減し、
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健康面のサポートをするためにお米、野菜、魚等の旬の地元食材を届ける事業を９月補正

により開始されております。「楽しみにしている」、「助かります」、「届くのはいつ頃

なのでしょうか」等々、喜びの声、待ち望まれている声が私のもとへも届いております。  

 農業関係者の方々の御協力をいただき、１２月４日、お米と野菜、果物の第１便が発送

されました。発送作業の様子を見学に行かせていただきましたけれども、私自身もわくわ

くするような思いで作業風景を見させていただきました。事業における今後の具体的な推

進状況を、まず伺います。  

 ２点目、対象者は令和２年４月以降に出産された方、または令和３年３月末までに妊娠

届を市保健センターへ提出される方となっております。コロナ禍における単年度の事業で

はございますけれども、子どもを産み育てやすい町、防府市ならではの事業となるよう、

妊娠届を提出された方々への健康サポート事業として、継続して事業を行っていただきた

いと考えますが、いかがでしょうか。市の御所見を伺います。  

○議長（上田 和夫君）  １７番、髙砂議員の質問に対する答弁を求めます。市長。  

        〔市長 池田  豊君 登壇〕  

○市長（池田  豊君）  髙砂議員からの妊産婦健康サポート事業についての２点の御質

問にお答えいたします。  

 まず、御紹介もありましたけれども、先般、報道にもありましたように、コロナ禍の中

で全国的に、また県内においても妊娠届出数が減少している中、本市におきましては

１０月末現在、昨年と同水準で推移しており、私といたしましては安堵しているところで

ございます。  

 さて、この妊産婦健康サポート事業は新型コロナウイルス感染症対策として、９月補正

において措置したものであり、不安を抱えながら過ごされている妊産婦の方々に安心して

いただきたい、少しでも励ましてあげたいという思いから、また、コロナ禍で売上に影響

が出ている農業や漁業に従事されている方々を間接的に支援するため、新型コロナウイル

ス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、実施しているところでございます。  

 まず、１点目の妊産婦健康サポート事業の進捗状況についてでございます。  

 本事業は今年度中に出産または妊娠届を提出された方に、米・野菜並びに魚など、旬の

地元の食材を３回に分けて３万円相当を御自宅へお届けするものであり、ＪＡや県漁協の

協力を得て実施しているものでございます。  

 １２月１日現在、対象者は９１９名いらっしゃいます。今月４日には第１回目として、

１２月に発送予定の４８２名のうち７０名の方に防府産のお米でありますひとめぼれ、大

道産のトマトやはなっこりー、華城産の春菊やホウレンソウ、そして天神みかんなど、地



－135－ 

元の旬の食材と野菜を摂取することの大切さを記載した食育推進のためのリーフレットな

ども一緒に発送したところでございます。また、魚につきましては１月からの発送の予定

となっております。  

 早速、妊産婦の方から「とてもうれしいです」とか、「野菜をしっかり食べます」など

の感謝の言葉をお聞きしており、私もうれしく思っており、このことが食育の推進につな

がることを期待しているところでございます。  

 次に、２点目の妊産婦健康サポート事業を今後も継続して行っていただきたいとの要望

というか、御質問でございます。  

 妊娠期は貧血や妊娠期高血圧症候群を予防するため、通常よりも多くの野菜や良質のた

んぱく質である魚や肉、大豆製品などが必要です。本事業は今年度から開始しました婚姻

届出時及び妊娠届出時の葉酸サプリメントの配布とともに、妊娠期の健康をサポートする

ものとして大変有意義だと考えております。  

 また、妊婦の時期から栄養バランスを考え、旬の地元食材に親しむことは、食育の推進

にもつながるものと考えております。この事業は国の臨時交付金を活用して実施している

ものでございますが、私は妊産婦の方々の健康づくり、そして、食育は生まれてくる子ど

もにとっても大変重要と考えており、この事業の成果をしっかりと見極めた上で、新型コ

ロナウイルス感染症収束後も、厳しい財政状況にありますけれども、財源の確保に努めつ

つ、継続をしていきたいと考えているところでございます。  

 なお、その際には、より一層の食育の推進につながるように制度設計をし、他の子育て

支援策と一体となった新たな子育ての防府モデルとして確立もしていきたいと考えており

ます。  

 以上、御答弁申し上げました。よろしくお願いいたします。  

○議長（上田 和夫君）  髙砂議員。  

○１７番（髙砂 朋子君）  ありがとうございました。  

 県下では新型コロナウイルス感染症予防対策として、期限付きではありますけれども、

独自の新生児への特別給付金を支給する市も相次いでおります。下関市、山陽小野田市、

美祢市、宇部市、山口市、周南市、光市、柳井市の８市と聞いております。  

 このような状況から見ますと、防府市だけ何か取り残されたような思いもいたしまして、

ずっと残念な気持ちでおりました。しかしながら今、市長さんから継続に向けての前向き

な御答弁をいただきまして、本当に感謝を申し上げたい。また、安心した気持ちでいっぱ

いでございます。  

 まだまだ収束の予想もつかない不安な状況の中で、妊娠、出産、そして子育てに本当に
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頑張っておられるお母さん方に、ずっと何かできないのだろうかと思っていたわけでござ

いますので、継続をしていただくということで、本当に喜ばしい気持ちでいっぱいでござ

います。ありがとうございます。  

 それでは、２点ほど質問をさせていただきます。  

 今回のサポート事業に市民の方々の反響もあったかと思います。先ほど、市長さんから

も御紹介がございましたけれども、具体的に、現場のほうにどのような声が届いているか

御紹介をしていただければと思います。よろしくお願いいたします。  

○議長（上田 和夫君）  健康福祉部長。  

○健康福祉部長（藤井  隆君）  御質問にお答えいたします。  

 妊産婦さんの反響につきましては、先ほど答弁の中にもありましたが、そのほかにも、

この妊産婦健康サポート事業の案内文書を送付したところ、妊産婦の方から返送のあった

申込みのはがきに「お祝いされてうれしかった」また、「野菜が届くのを楽しみにしてい

る」などの記入がございました。また、保健センターにおいても、妊娠届時にこの事業の

案内文書を手渡しておりますが、その内容を説明したところ、その際にも、皆さんに大変

喜ばれております。  

 以上でございます。  

○議長（上田 和夫君）  髙砂議員。  

○１７番（髙砂 朋子君）  大変喜んでいただいているということが分かります。  

 私も発送作業の様子を見させていただいたわけですけれども、一つ一つ丁寧に箱詰めを

され、そして、その一番上にお手紙も添えておりましたし、野菜を使ったお料理のレシピ

等も一緒に添えられておりました。箱が届いたとき、その箱を開けたときのお母さんたち

の顔が本当に目に浮かぶようで、すばらしい事業だなと、心温まる事業だなということを

本当にうれしく思っております。  

 また、地元食材を届けるということで、農業関係者、漁協関係者の方々、そして配送業

者の方々の御協力がなければ進まない事業でございます。そのことに対しても、心から感

謝と御礼を申し上げたいと思います。ありがとうございます。  

 質問の２点目でございますが、妊婦に地元の食材を送るということの意義は大変大きい

と思います。  

 私事で大変恐縮でございますけれども、遠く離れて暮らす娘の妊娠を知ったときに、一

番心配をいたしましたのが、もちろん体調のことですけれども、食事はちゃんとできてい

るのだろうかということでございました。  

 そこでお聞きするわけですが、妊婦さんたちが栄養のバランスに気をつけて食事をして
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いかなくてはならないことは、もちろん分かってくださっているとは思いますけれども、

どのように妊婦さんたちがこの点を把握されているのか、どのように状況をおつかみなの

かをお聞かせいただければと思います。  

○議長（上田 和夫君）  健康福祉部長。  

○健康福祉部長（藤井  隆君）  御質問にお答えいたします。  

 妊婦さんの食事の栄養バランスの現状につきましては、健やか防府２１計画の中間評価

のために実施したアンケート結果によりますと、バランスのとれた食事をしている妊婦や

野菜の摂取量が不足している妊婦は、ともに６割という現状でございます。  

 妊娠期は通常に比べてバランスのとれた食生活が望まれるため、現在も、妊娠届出時や

両親学級の場で、食生活の大切さについて啓発をしております。さらに、実際に野菜等の

食材や、また、食育推進のためのリーフレットなども一緒に届けるこの妊産婦健康サポー

ト事業は、食生活の改善にもつながるきっかけとなるものと考えております。  

 以上でございます。  

○議長（上田 和夫君）  髙砂議員。  

○１７番（髙砂 朋子君）  ありがとうございます。  

 妊娠期に様々な栄養のバランスに気をつけて、しっかり食事をしていただく、本人だけ

ではなく赤ちゃんに大変重要なことでございますので、引き続き、丁寧な啓発、お声かけ

をどうかよろしくお願いをしたいと思います。  

 妊娠届を提出するタイミングというのは大変重要でございます。妊娠中の体調を気遣い、

一人ひとりの状況に合せての支援がスタートするわけでございます。様々な制度、サポー

ト体制のお知らせとともに、先ほども御紹介がありましたけれども、葉酸サプリメントの

配布もしていただいております。それに加えて、母子ともの健康を願い、地元のお米や野

菜、果物、お魚を届けるという事業がスタートできれば、なお一層の温もりのある防府ら

しい事業となるのではないかと感じております。防府市内のたくさんの方々が、あなたの

頑張りを応援していますよと、こういった思いを伝えていけるのではないかと思っている

次第でございます。  

 ぜひとも、防府市で子どもを産んでよかった、育ててよかったと言っていただける市民

の方が増えるように、新年度からも切れ目のない子育て支援に取り組んでいただきたいこ

とを要望しておきたいと思います。  

 「公明党」の大きな柱の１つである、女性の一生をサポートする取組に、私自身も今期

も女性議員の１人としてしっかり取り組んでまいりたいと思っております。引き続き、ど

うかよろしくお願いをいたします。  
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 それではこれで、１項目めの質問を終わります。  

○議長（上田 和夫君）  次に、髙砂議員の２項目めの質問に入るところですが、この質

問につきましては、聴覚障害者の方が傍聴を要請されており、これに伴い、午後１時から

手話通訳者を手配しております。つきましては、少し早いですが、ここで昼食のため、午

後１時まで休憩といたします。  

午前１１時３３分 休憩  

────────────────────────────────────── 

午後 １時    開議  

○議長（上田 和夫君）  休憩を閉じて会議を再開いたします。  

 午前中に引き続き、一般質問を続行いたします。１７番、髙砂議員の２項目めの質問か

ら再開いたします。１７番、髙砂議員。  

○１７番（髙砂 朋子君）  それでは、午前中に引き続きまして質問をさせていただきま

す。  

 ２項目め、障害者福祉の充実について質問をいたします。  

 本日は、聴覚障害者の方々が傍聴席にお見えでございます。手話通訳の方を派遣してい

ただいておりますことを、ここで御案内を申し上げます。また、御配慮いただきました全

ての方々に心より感謝を申し上げたいと思います。  

 私ども「公明党」は、誰もが安心して暮らせる、誰も置き去りにしない地域共生社会の

構築が重要とし、その実現に向けて取り組んでおります。私自身も今期におきましても、

この重要なテーマの下、現場の声をしっかりお届けしてまいる所存でございます。どうぞ

よろしくお願いをいたします。  

 本年６月に成立した改正社会福祉法により、来年度から断らない相談支援、参加支援、

地域づくりに向けた支援を一体的に進める新たな事業が各地方自治体で実施できるように

なります。属性や年齢を問わずに相談を受け止め、関係機関との協働を進め、多様な形の

社会参加を促していくこと、交流や参加の機会を増やしていくことなどが重要となってま

いります。少子高齢化、人口減少が加速する時代にあって、価値観やライフスタイルの多

様性を尊重し、共生社会を構築していかなくてはなりません。  

 現在、策定作業が進められている次期総合計画の重点プロジェクトの柱に、健やかな暮

らしを支える福祉のまちづくりを追加していただいたことに感謝申し上げるとともに、今

後、計画に沿った着実な推進に大きな期待を寄せたいと思います。  

 今回は、障害者福祉の充実ということで、主に障害者の方々のコミュニケーションをど

う支えていくのか、安心につなげていくのかという視点から、３点にわたって質問をいた
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します。  

 平成２８年４月に施行された障害者差別解消法は、障害者を取り巻く社会的障壁を明記

し、障害のある方に合理的配慮を行うことなどを通して、障害のあるなしに関わらず、お

互いに認め合いながら、共に生きる社会を実現することを目指しております。今後、障害

のある方々に合理的配慮の提供が十分なされているか、しっかりと現場の声が反映されて

いるか、そういったことを感じているところでございます。  

 １点目、障害者の方々が特性に応じたコミュニケーション手段に関して、どのように利

用されているか、その現状を伺います。  

 ２点目、市においては、障害者の方々が日常生活において必要な情報を取得し、意思疎

通を図るために障害の特性に応じたコミュニケーション手段を選択し、利用しやすい環境

づくりを進めていくことが重要です。コミュニケーション手段の普及、啓発、利用促進を

どのように展開されているか伺います。  

 ３点目、平成１８年に国連総会で採択された障害者権利条約では、言語とは音声言語及

び手話その他の形態の非音声言語をいうと定められ、手話が言語であることが明記されま

した。手話が音声言語と対等な言語であることを広く国民に周知し、聾者が家庭、学校、

地域社会など、あらゆる場面で自由に使える社会の実現のため、各地で手話言語条例の制

定が広がっており、現在、全国で２９道府県、１４区、２６９市、５８町村の合計

３７０自治体で制定されております。  

 山口県は、手話は言語であるとの認識の下、県、市町の責務や県民、事業者などの役割

を定めることにより、広く手話の普及や聴覚に障害のある方への理解の促進が図られるこ

とから、令和元年１０月手話言語条例を制定。手話の普及や手話の習得機会の確保に関す

る施策を推進しております。まず、県内の制定状況を伺いたいと思います。  

 本市においても、手話は言語であるとの認識を広げ、聾者が手話により意思疎通を円滑

に行うことができる地域社会を実現していくことを目的とした条例制定が必要と考えます

が、制定についての御所見を伺いたいと思います。  

○議長（上田 和夫君）  ただいまの質問に対する答弁を求めます。市長。  

        〔市長 池田  豊君 登壇〕  

○市長（池田  豊君）   髙砂議員の障害者福祉の充実についての３点の御質問のうち、

私からは３点目の聾者が手話により意思疎通が円滑に行うことができる地域社会を実現し

ていくことを目的とした条例制定についての考えについてお答えいたします。  

 手話が言語であることについて、市民の皆様の理解を深めるとともに、障害のある方が

特性に応じたコミュニケーション手段を確保し日常生活を送ることは、共生社会の実現に
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向けて意義あることと考えております。そのため、手話通訳、要約筆記などのコミュニ

ケーションを支援する人材の育成と、意思疎通の支援の充実を図ることを目的とした手話

言語等に関する条例を制定することを総合計画の重点プロジェクトに位置づけ、取り組ん

でいくこととしています。  

 まず、県内の条例の制定状況についてです。平成２６年に萩市は萩市手話言語条例を、

平成２９年に宇部市は宇部市障害のある人へのコミュニケーション条例を、本年９月に周

南市は手話は命！周南市手話言語条例を制定され、山陽小野田市におかれましては、山陽

小野田市笑顔でこころをつなぐ手話言語条例をこのたびの議会に上程されています。また、

山口県は令和元年に山口県手話言語条例を制定されています。  

 次に、条例制定についての考えですが、議員御案内のとおり、手話が言語であることの

位置づけを明確化し、障害のある方の意思疎通が円滑に行われるようコミュニケーション

手段についての理解を促進するために条例を制定することは、障害のある方が住み慣れた

地域で生活する上で重要な役割を担います。  

 本市においても、今年度の条例の制定を目指し、当事者や関係団体の方にお集まりをい

ただき、様々な御意見をお伺いする中で、私といたしましては、障害のある方の御意見を

もっと伺い、より一層、障害のある方に寄り添った条例とすることが必要と考え、もっと

御意見をお聞きするため、制定時期を１年延期することといたしました。  

 今後、障害のある方にも入っていただく関係者の皆様による検討会を設置し、条例の内

容について様々な御意見をしっかりとお聞きした上で、令和３年度末の制定に向け取組を

進めてまいります。  

 以上、御答弁させていただきました。残りの質問につきましては、健康福祉部長より答

弁させていただきます。よろしくお願いいたします。  

○議長（上田 和夫君）  健康福祉部長。  

○健康福祉部長（藤井  隆君）  私からは、１点目と２点目の御質問にお答えいたしま

す。  

 まず、１点目の障害者の方々が特性に応じたコミュニケーション手段をどのように利用

されているのかについてです。  

 障害福祉課及び健康増進課の窓口では、障害のある方や妊娠されている方などに、周囲

に援助が必要なことを知らせるためのヘルプマークの配布を行っており、県が配布されて

いる障害のある方対象のサポートマークの御案内も行っております。  

 聴覚に障害にある方には、病院受診の際等に手話通訳者や要約筆記者を派遣し、市が主

催する講演会においては、手話通訳者や要約筆記者による通訳を実施することといたして
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おります。  

 視覚に障害のある方には、点字市広報や音声市広報の発行、読み上げ機能付きのパソコ

ン等に対応したホームページの作成等、市政情報が取得できる環境の整備を行っておりま

す。  

 市役所の窓口では、意思疎通が困難な方のため、コミュニケーション支援ボードを設置

しており、絵に描いたボードを指し示すことで意思表示ができるよう支援を行っておりま

す。  

 次に、２点目のコミュニケーション手段の普及啓発、利用促進についてです。  

 ヘルプマークやサポートマークについては、市広報及びホームページに掲載し周知を図

っており、令和元年度は７８人の方にヘルプマークを配布したところでございます。  

 手話通訳や要約筆記については利用される方が限定されるため、利用希望の相談があっ

た際に派遣団体や支援団体を紹介し、利用の促進につなげております。  

 また、障害のある方の意思疎通には手話や要約筆記、点字等の技術を取得した方の支援

が必要になります。市では、手話奉仕員や要約筆記者、点訳奉仕員の養成講座を開催し、

防府市社会福祉協議会においては手話、要約筆記、点訳及び音声訳ボランティアの育成講

座を開催しており、より多くの方が障害のある方のコミュニケーション支援に関われるよ

う、これらの養成講座を市広報やホームページにより周知も行っているところでございま

す。  

 今後も、障害のある方がその特性に応じた意思疎通が選択できるよう、支援の充実に取

り組んでまいります。  

 以上、御答弁申し上げました。  

○議長（上田 和夫君）  髙砂議員。  

○１７番（髙砂 朋子君）  ３点にわたり御答弁をいただきました。ありがとうございま

した。  

 それでは、再質問をさせていただきます。  

 まず、特性に応じたコミュニケーション手段の現状としては、御案内がございましたよ

うにヘルプマークの配布、サポートマークの御案内、そして手話通訳者、要約筆記者等の

派遣をしていただいていること、そして、点字広報の発行、また、音声市広報の発行、そ

れから、市のホームページ等に読み上げ機能もつけていただいているということを教えて

いただきました。そして、窓口においてはコミュニケーション支援ボードの設置をしてい

ただいて、配慮していただいているということで、様々な御配慮をしていただいているこ

とに感謝を申し上げたいと思います。  
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 それでは、具体的にどのような諸団体に御協力をいただいているのか、御紹介をしてい

ただければと思います。  

○議長（上田 和夫君）  健康福祉部長。  

○健康福祉部長（藤井  隆君）  御質問にお答えいたします。  

 市では、手話通訳者の派遣は防府市手話通訳者派遣協会に、要約筆記者の派遣は防府市

要約筆記サークルたまごに、手話奉仕員の養成は防府市聴覚障害者福祉会に、要約筆記者

の養成は中途失聴・難聴者グループ凛の会に、点訳奉仕員の養成は防府市社会福祉事業団

に、音声広報の発行は翠の会に、点字広報の発行は山口県盲人福祉会に委託しております。  

 また、防府市社会福祉協議会が開催する手話、要約筆記、点訳及び音声訳のボランティ

ア養成講座においては、防府手話サークル梅の会や防府手話同好会、防府点訳青い鳥の会

の方々に御協力をいただいております。  

 以上でございます。  

○議長（上田 和夫君）  髙砂議員。  

○１７番（髙砂 朋子君）  今、御紹介をしていただいたとおり、本当にたくさんの会の

方々、団体の方々にお世話になっております。その皆様方に心から感謝を申し上げたいと

思います。  

 それで、要望となりますが、各団体の皆様との連携をさらに密にしていただき、御要望

等もしっかり聞いていただきたい、また、そこに心寄せていただきたいということを強く

要望しておきたいと思います。  

 障害のある方々に寄り添って御支援をしていただいておりますことで、また、障害を持

たれている方々がしっかりと安心してお暮らしいただけることにつながるわけでございま

すので、その点はどうかよろしくお願いをいたします。  

 再質問の２つ目でございますが、音声による市広報発行は翠の会、点字による市広報発

行は盲人協会の皆様に御協力をいただいているという御答弁をいただきましたが、それぞ

れ、それを必要とされる方は、どのようにすれば受け取ることができるのか、どのような

ルートで届けられるのか、この点について御説明をしていただければと思います。  

○議長（上田 和夫君）  健康福祉部長。  

○健康福祉部長（藤井  隆君）  御質問にお答えいたします。  

 配布方法についてでございますが、音声市広報、点字市広報の配布を希望される場合は、

障害福祉課に電話等でお申込みいただくこととなっております。また、音声市広報、点字

市広報の配布につきましては、それぞれ委託先である翠の会と山口県盲人福祉会から個別

に郵送でお届けをしております。  
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 なお、視覚に障害のある方のための点字や録音等による郵便物については、郵便局が無

料で配送するサービスを行っておられますので、御本人様の費用の負担はございません。  

 以上でございます。  

○議長（上田 和夫君）  髙砂議員。  

○１７番（髙砂 朋子君）  ありがとうございます。先ほどから申し上げていますように、

様々なサポートを必要とする方に、ちゃんとそれが届くように、やはり配慮していかなく

てはいけないというふうにも思っておりますので、周知のほうを丁寧にお願いをしたいと

思います。  

 県は、障害者が活躍する地域社会の実現に向けて、市町や関係団体と連携し、障害の特

性に応じた情報コミュニケーション手段の環境整備に積極的に取り組むとの方針を表明さ

れております。  

 多様な障害の特性に対応するためには、多様なコミュニケーション手段の確保が必要で

ございます。そのために、新たな担い手の養成に各団体の皆様との連携の下、市としても

啓発に力を注いでいただきたいと思っているわけでございます。何度も申し上げますが、

必要とされている障害者の方への御案内の周知を、市民の方へ担い手となっていただくた

めの啓発をぜひとも丁寧にお願いをしたいと思います。  

 それから、手話言語条例の制定について市長より御答弁をいただきました。手話が言語

であることを大切に思ってくださることも分かりましたし、特性に応じたコミュニケーシ

ョン手段を確保し、共生社会の実現に向けて意義あることだと考えていると、そういった

御答弁であったかと思います。  

 御答弁では寄り添った条例にするために、もっともっと御意見をいただいて１年ずらし

てでも、来年度末、３年度末の制定を目指していきたいというような御答弁でございまし

た。  

 検討会を立ち上げてくださるということでございます。御答弁にもありましたが、しっ

かり当事者に入っていただいての検討会にしていただきたい。現場の声なくしての条例制

定はございませんので、ぜひともその点はよろしくお願いをいたします。  

 聾者の方々は、手話は命であると何度もおっしゃっています。もし、私がこの声を発す

ることができなかったら、いろいろな思いを伝えるすべがなかったら、それを思うと、ど

うやってこの社会で生きていけるのだろうか、そういうふうに自分に問うわけでございま

す。ここにお集まりの皆様方も一緒だと思います。音声を言語とする私たちのように、ま

た、手話が言語であるということは、絶対当たり前のことでもあり、絶対必要なことにな

ります。手話により自由に表現し、意思疎通を円滑に行うことができる社会の実現には、
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子どもたちから高齢者の方まで広く市民の手話への関心、理解を深め、手話を学び、習得

する市民の輪が確実に広がらなければなりません。そのための条例制定でございますので、

ぜひとも、よろしくお願いしたいと思います。  

 再質問４つ目をいたします。聴覚障害者の方が高齢者になられた際、デイサービスなど

の施設に通われた場合、参加しておられる方々に溶け込めず、独りぼっちで何もできない

と寂しい思いをされているという現状を、お世話をされているれんげの会の方からお聞き

しました。視覚障害やほかの障害を持たれた方も同じだろうと思います。  

 こういった現状にどう対応していただけるのか、この点を御答弁いただければと思いま

す。  

○議長（上田 和夫君）  健康福祉部長。  

○健康福祉部長（藤井  隆君）  御質問にお答えいたします。  

 障害のある方が高齢になり、介護施設に入所されたり、介護サービスを利用される際に、

個々の障害の特性から意思疎通に困難を生じることがございます。サービス事業者の皆様

には、意思疎通支援への理解をより一層深めていただく必要があります。  

 そのため、市では高齢福祉課と障害福祉課が連携し、地域包括支援センターや居宅介護

支援事業所のケアマネジャーと障害相談支援事業所の相談支援専門員が情報共有を図り、

障害に応じた配慮や支援がされるよう働きかけてまいりたいと思います。  

 以上、御答弁申し上げました。  

○議長（上田 和夫君）  髙砂議員。  

○１７番（髙砂 朋子君）  ありがとうございます。御答弁にもありましたが、障害を持

たれた方が高齢者になられた場合のサポートには、障害福祉の面、そして高齢福祉の面の

連携が本当に必要でございます。また、様々な事業所等との連携が必要だということでご

ざいます。また、大きな配慮が必要でございます。両面のサポートをしっかり取っていた

だいて、守っていただきたいと思っておりますので、この点もどうか、今後ともよろしく

お願いをいたします。  

 最後に、要望を１点申し上げます。  

 聴覚障害を持たれている高齢者のためのサロンを開いておられるれんげの会の方が、場

所の確保に大変御苦労をされていることをお聞きいたしました。また、以前、音声訳ボラ

ンティアグループ翠の会の方々が、原稿を吹き込む場所の確保に大変苦労しているとも言

われておりました。  

 これから、新庁舎建設をはじめ、公共施設の再編に大きく駒を進めておられる現在でご

ざいますが、障害者の方々のさらなる福祉向上のために活動しやすい、また、行きやすい
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場所の提供などのハード面、そして、心細やかな配慮による制度の拡充などのソフト両面

からの支援をどうぞよろしくお願いをいたします。  

 次期総合計画の実施を前に、誰もが安心して暮らせる、誰も置き去りにしない地域共生

社会の構築に、さらに取り組んでいただきますよう重ねてお願いを申し上げ、私の質問を

終わります。ありがとうございました。  

○議長（上田 和夫君）  以上で、１７番、髙砂議員の質問を終わります。  

────────────────────────────────────── 

○議長（上田 和夫君）  お諮りします。本日の会議はこの程度にとどめ、これにて延会

にすることに御異議ございませんか。  

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（上田 和夫君）  御異議ないものと認めます。よって、本日はこれにて延会する

ことに決しました。お疲れさまでした。  

午後１時３０分 延会  

────────────────────────────────────── 
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